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こうした行き詰まりに向き合う実務者のために、JICAの
協力現場から生まれた知恵と工夫を、現場で活用できる
ツールシートとして整理しました。そして、複数のツー
ルシートを、JICAブルーエコノミー・ツールボックスと
してまとめました。

課題を整理し、次の一手を考えるための
ツールシートが集まったツールボックス

各ツールシートは、 1テーマ2ペー
ジの構成で、限られた人員・制度
の中で、「どんな課題に効くの
か」、「どう実践するのか」、
「なぜ効果があるのか」が、簡潔
に整理されています。

ツールボックスは多様な現場経験で共通する考え方として
問題解決の糸口を抽出し、汎用性のある形に整理していま
す。単なる事例紹介ではなく、多様な現場経験から共通す
る考え方を抽出した「アイデアの道具箱」です。

ブルーエコノミーの現場で次の一手を探す方へ

ブルーエコノミー振興の現場では、課題が複雑に絡み合い、
どこから手を付けるべきか見えにくくなることがあります。

➢ 分野を超えた連携が必要と言われるが、現場で何から始め
ればよいのか？

➢ この国の制度や限られた人員でどう再現できるの？

➢ 資源管理だけでは住民の生活が良くならない。どうしたら
皆のやる気が出るの？



どんなツールがあるの？

資源管理、生産、加工、流通など、課題の段階別に使えるツールを収録
しています。

C-2生計多様化のための
海藻養殖

C-1食料貯蔵庫としての
裏庭養殖

C-6低コスト浮魚礁
（FAD）

A-1違法漁業対策人工魚礁

F-2ローカルエコラベル
C-3コミュニティ普及員

F-1地場産品認証

F-3地域水産イベントの
観光活用

F-4漁民直営レストラン

A-6多様な海域利用のための
沿岸ゾーニング

B-1融資担保としての
漁獲記録

A-5環境と人にやさしい
人工魚礁

A-3積極的な重要
生息域の回復

A-7イベントを活用した
侵略的外来種駆除

C-5普及員と生産者の
合同研修

Z-1条件付き助成金制度

A-2参加型水産研究

A-4漁業者の知識に基づく
資源管理

C-4養殖振興のための
農民間普及

ツール一覧・活用方法はこちら

ツールボックスで整理・検討できること

➢ 環境・経済・社会の主要課題に対応する考え方や選択肢を得ら
れる

➢ バリューチェーン上のボトルネックを整理・可視化できる
➢ 制度・人員・予算の制約下でも実行可能な進め方を検討できる
➢ 関係者間の合意形成や意思決定を進めやすくする
➢ 活用プロセスを通じて、関係者の実践力・調整力の向上につな

がる

現場の課題に応じて選択できるツールシート群

ツールボックス
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